
開催日 令和6年10月6日（日） 行政区 土与部 参加人数 16名

時間 午後3時00分～4時05分 関係機関 五霞土地改良区、茨城むつみ農協五霞支店、農地中間管理機構

当日出た意見

・土与部地区は、賃貸借筆が多い状況。　　　　　　・作業効率を考えると１筆６～７反程度が良い。
・賃料について、目安などがあると安心して貸せる。
・土地所有者と耕作者（担い手）の関係性が、最近は変わってきた印象がある。（所有者＜耕作者）
・農地を貸し出しても、収入と支出（改良区賦課金や税金等）のバランスが悪い。
・中川の水位が低いため、くみ上げできず、水田でも水が入らないエリアがある。
・陸田（井戸）のエリアは担い手がなかなか集まらない。
・機械の価格が高くて買えない。
・新しい担い手の育成を行ったり、探す必要がある。
・認定農業者や個人にお願いするよりも、法人に貸し出した方が後継者の不安などが少ない。
・畦畔を外すことに抵抗はないため、担い手がやりやすいように大区画化することは賛成である。

当日の様子
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